
いであった。

既に明らかなように現状の沿道のNO2汚染は1つ

の対策で解決できる状況にないことは明白である。あ

らゆる対策を総合的に実施してはじめて可能になるも

のと考えられ，そうした対策の1つとして沿道緑地帯

は局地的には大きな効果を発揮するものと考えられる。

了　緑地帯によるNO2濃度低減予測の可能性

沿道緑地帯は構造が複雑なため，従来の拡散モデル

によるNO2濃度低減の予測は困難と考えられた。し

かし，経験式による予測例を示したように，今後測定

例を増やすことにより，予測精度の向上が可能となろ

う。

文

8　NO巳汚染対策としての沿道緑地帯の条件

NO2汚染対策としての沿道緑地帯は，周辺の環境

条件に充分配慮したものである必要があり，以下の条

件が必要であろう。

①　緑地帯はできるだけ連続していて分断されていな

いこと。

②　冬季にも効果をあげるため，常緑高木を中心とす

ること。

③　道路側の緑地帯側面を生け垣状の常緑樹で被うこ

と以上の条件を購えていれば，あとはそのスペース

の広さによって落葉樹等を組み合わせて植栽すれば

よい。
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